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次世代の学校・教育現場を見据えた先端技術・教育データの利活用推進事業

■目的
学習特性アセスメントによる学習の個性化の実現

● 「学習の個性化」の前提となる個性的な学び、自分らしい学び方への気づきと把握
● 生徒が「自らの学習特性を把握し、得意な学び方を発揮する」ための自分学の提供

■実施概要
● 生徒へのアプローチ

○ アセスメント
○ 自分学講座の実施

● 教員へのアプローチ
○ アセスメントからの「学習の個性」の把握と環境づくりに関する研修の実施

■対象
● 鎌倉市深沢中学校の生徒

○ 1年生（アセスメントと自分学）
○ 2年生（アセスメント）

● 鎌倉市深沢中学校の教員
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【実証の概要】
＜教員＞
・研修（概要説明・アセスメ
ント及びアンケート&フィー
ドバック）
・報告（アンケート）

＜1年生＞
・アセスメント及びアンケー
ト &フィードバック
・自分学

＜2年生＞
・アセスメント

9月下旬〜10月上旬：
1,2年生ともにアセスメント
（事前実施）
・実施はURLを提供して事前
に実施しておいてもらう
※2年生だけより早いタイミ
ングで実施する必要があるか
確認

10月上旬〜中旬：
1年生に対して、自分学①
（アセスメントのフィードバ
ック）

9月 11月 12月 1月

9月29日

教員研修
※30分

10月

9月半ば

顔合わせ
実証準備

10月半ば
アセスメント
（事前）

+
自分学

（フィードバック）

9/29：教員研修
①概要説明
②アセスメント詳細説明
・事前に教アセスメント実施
・フィードバックシート説明
・「個才」を捉えるフレーム
として共有

※1年生の先生には自分学の
説明をどこかのタイミングで
フォローアップ

11月半ば：
1年生に対して自分学②（ラ
イフログ）と自分学③（ビジ
ョンコラージュ）を実施

※自分学②（ライフログ）に
ついては授業時間数の関係で
オプションまたは、宿題でや
ってきてもらう可能性あり

1月前半：
1年生に対して、アセスメン
ト（事後実施）自分学①（ア
セスメントのフィードバッ
ク）

11月半ば
自分学

（ライフログ）

+
自分学

（ビジョンコラージ
ュ）

1月前半
アセスメント
（事後）

1月後半
フィードバック
（ポスト）

1年生：自分探究
2年生：キャリア探究

スケジュール
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自分に合った学びの内

容や方法を知り、選ぶ

ことが可能になる

1 教員研修の実施

認知特性や興味関心領域を把握するアセスメントから読
み取る、個々の才能や自分の学び方のクセの把握、及び
それに合わせた環境づくりについての研修を実施する

事業での実施内容（教員への研修）

成績だけでない学びの

プロセスの評価が可能

になり、個別計画を立

てやすくなる

for kids for teacher
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ビジョンコラージュの作成

自分学講座の実施2 アセスメントの実施 3

認知特性や興味関心領域を把握するアセスメントを実施
することで、個々の才能や自分の学び方のクセを見える
化して捉えやすくする

自分を捉えるフレームとして「自分学」講座を実施し、
自分自身の特性だけでなく、大切にしたい価値観や将来
こうなりたいという自己像とビジョンを明確化する

事業での実施内容（生徒への授業）
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実施報告（アセスメントと自分学）

アセスメントにより「個才」を把握
学び方のクセを知ることによる学習の個性化

自分学により「自己理解」を深める
価値観や興味関心を見つめて学習の個性化
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事業での実施報告（自分学 7つのアイテム）

過去 現在 未来

Google 

Workspace

ログイン

ユーザー情報との
紐付け・集計処理

ダイアリーに
テキスト入力

クラウドサービスにより
テキスト解析

Google認証

マイページからア
セスメントを実施
し、ログを確認
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実施報告（ダイアリー概要）

現在

好奇心、興味、関心に
フォーカスしてとって
おきの「一枚の写真」
と「テキスト」を日々
ダイアリーとしてため
ていく

画像とテキストのAI解
析において
フィードバック

↓

自分自身を
客観的に見つめて
自己理解を深める
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事業報告（効果検証の途中経過）

● 7つのアイテムの中で自己理解に役立ったツ
ールとしては、「spaceQのアセスメント」
が56.7%と最も高く、アセスメントが自己
理解に作用していることが示唆された。

● 自分学を通して、「自己理解が深まった」
との回答が61.4%、「自分自身を見つめる
時間が持てた」との回答が56.7%といずれ
も半数以上が好転的に作用していた。


